
背景 
 予防接種法改正（2013年4月）において，予防接種施策の総
合的かつ計画的な推進を図るため，予防接種基本法を策定し
なければならないと明記された1)． 

 厚生労働省より，2014年に予防接種に関する基本的な計画2)

が告示され，「予防接種・ワクチンで防げる疾患は予防する
こと」が基本的な理念である． 

 麻疹，風疹，B型肝炎などは，ワクチンで予防可能な疾患であ
り，我が国では2009年（2014年改訂）に日本環境感染学
会から医療関係者へのワクチン接種について提示された3,4) ． 

 B型肝炎ウイルスは，血液を媒介として感染する病原体として
は最も感染力が強く5,6) ，職業感染予防の観点からHBs抗原・
抗体がともに陰性である場合はワクチン接種が推奨されてい
る． 

 B型肝炎では，職員のワクチン接種率を高めることと併せて，
標準予防策の徹底が重要である．しかし，様々な職種の医療
関係者から成る外来職員の免疫獲得状況や標準予防策に関す
る実践状況はまだ十分に検討されていない． 

目的 

多職種で構成される外来職員のB型肝炎に対する免疫獲得状況と
課題を明らかにする． 

結果・考察 
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倫理的配慮 
 名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会と3病院長の許可/研究倫理

委員会の承認を得た． 
 研究対象者には口頭と文書で説明し文書で同意を得た． 
 採血による抗体測定結果は厳封し研究協力者に返送した． 

研究方法 
対象：A県にある3病院の外来職員428人 
  
調査期間：平成21年9月～平成26年3月迄． 
 
方法： 
1. 血清抗体価測定：B型肝炎ウイルスの抗HBs抗体価は，バイダスアッセ

イキットHBs抗体Ⅱ（シスメックス・ビオメリュー社）を用いて酵素免
疫測定法により測定した．測定機器は， VIDASもしくはmini-VIDASを用
いた．判定基準に基づき抗体陽性，判定保留，抗体陰性に分けた． 

 
 

 
 
2. 質問紙調査：職種，年齢，性別，B型肝炎に関する抗体検査歴，ワク 
    チン接種歴，感染予防行動に関する実施状況などである．感染予防行動に

関する実施状況に関する選択肢は，「実施できている」， 「ほぼ実施
できている」，「あまり実施できていない」，「実施していない」，「
該当しない」とした． 

 
3. 分析：血清抗体価検査の判定結果（陽性，判定保留，陰性）と質問紙調査

の結果を照合しSPSS.ver19を用いて解析． 
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表1　判定基準

測定値 ＜ 8 8 ≦ 測定値 ＜ 12 測定値 ≧ 12

抗体陰性 判定保留 抗体陽性
HBs抗体（IU/mL）

表4　B型肝炎予防対策に関連する感染予防行動に関する実施状況―医療職と非医療職の比較― n=428

人数 （％） 人数 （％）

標準予防策を知っている 243 (73.9) 48 (48.5) p ＜0.01

職務の前に手指衛生を行う 170 (51.7) 24 (24.2) p ＜0.01

感染症状の問診内容に注意し，他職種に伝える 73 (22.2) 8 (8.1) p ＜0.05

血液や汚物に触れる場合，手袋をする 216 (65.7) 31 (31.3) p ＜0.01

血液や汚物に触れた後に，手指衛生を行う 272 (82.7) 48 (48.5) p ＜0.01

患者の感染症情報を患者との対応前にチェックする 49 (14.9) 16 (16.2) p ＜0.01

感染制御室のホームページやニュースを見る 30 (9.1) 3 (3.0) p ＜0.01

「感染予防対策マニュアル」を見る 28 (8.5) 4 (4.0) p ＜0.01

感染症の対応で困った時，感染対策委員など他者に相談する 74 (22.5) 24 (24.2) p ＜0.01

*chi-square test

設 問 内 容

「実施できている」と回答した人数と割合

P値＊医療職　n=329 非医療職　n=99

【表2】 

 外来職員428人のうち，医療職329人（76.9％），非医療職99人

（23.1％）であった。 

 医療職の内訳は，看護師143人，医師67人，臨床検査技師43人， 

薬剤師34人などであった．非医療職99人の内訳は，受付職員50

人，清掃職員20人などであった． 

 平 均 年 齢 は ， 38.8±11.5 歳 で あ り ， 40 歳 未 満 が 244 人

（57.0％），40歳以上が184人（43.0％）であった． 

 性別は，男性122人（28.5％），女性306人（71.5％）であっ

た． 

【表3】 

 抗体検査歴「あり」が，医療職320人（97.3％），非医療職42人

（42.4％）であり，医療職が有意に高率であった（p＜0.01）． 

 過去の抗体検査結果は，医療職と非医療職とでは有意な差はなかっ

た． 

 過去の抗体検査で陰性であった職員のうち，ワクチン接種を受けたの

は，医療職172人（95.0％），非医療職4人（19.0％）であり，医

療職が有意に高率であった（p＜0.01）． 

 今回の抗体測定の結果，陽性であったのは医療職 294 人

（89.4％），非医療職27人（27.3％）であり，医療職が有意に高

率であった（p＜0.01）．判定保留あるいは陰性であった免疫が出来

ていない職員は，医療職35人（10.6％），非医療職72人

（72.7％）と非医療職が高率であった（p＜0.01）． 

【表4】 

 「標準予防策を知っている」と回答したのは，医療職243人

（73.9％），非医療職48人（48.5％）であり，非医療職が有意に

低率であった（p＜0.01）． 

 「血液や汚物に触れる場合，手袋をする」は，医療職216人

（65.7％），非医療職31人（31.3％）であり，非医療職が有意に

低率であった（p＜0.01）． 

 「血液や汚物に触れた後に，手指衛生を行う」が，医療職272人

（82.7％），非医療職48人（48.5％）であり，非医療職が有意に

低率であった（p＜0.01）． 

 「感染予防対策マニュアルを見る」は，医療職28人（8.5％），非医

療職4人（4.0％）であり，両者とも非常に低率であったが，非医療

職の方が有意に低率であった（p＜0.01）． 

 

【考察】 

今回の抗体測定結果において非医療職の72.7％もが抗体陰性であった．

感染予防行動に関する問いでは，非医療職は，「標準予防策を知ってい

る」が48.5％と半数に達していなかった．非医療職は，「血液や汚物に

触れる場合，手袋をする」が31.3％，「血液や汚物に触れた後に，手指

衛生を行う」も48.5％と低率であった．これらのことから，特に，非医

療職へのワクチン接種プログラム整備と標準予防策等の教育，啓発が課

題である． 

n=428

項目

人数 (%) 人数 (%)

抗体検査歴 n=329 n=99

あり 320 ( 97.3 ） 42 ( 42.4 ） p ＜0.01

なし 2 ( 0.6 ） 37 ( 37.4 ）

不明 7 ( 2.1 ） 20 ( 20.2 ）

過去の抗体検査結果 n=320** n=42＊＊

陽性 111 ( 34.7 ） 16 ( 38.1 ） n.s.

判定保留 1 ( 0.3 ） 0 ( 0.0 ）

陰性 181 ( 56.6 ） 21 ( 50.0 ）

不明 21 ( 6.6 ） 3 ( 7.1 ）

無回答 6 ( 1.9 ） 2 ( 4.8 ）

ワクチン接種歴 n=181＊＊＊ n=21＊＊＊

あり 172 ( 95.0 ） 4 ( 19.0 ） p ＜0.01

なし 6 ( 3.3 ） 14 ( 66.7 ）

不明 2 ( 1.1 ） 3 ( 14.3 ）

今回の抗体測定結果 n=329 n=99

陽性 294 ( 89.4 ） 27 ( 27.3 ） p ＜0.01

判定保留 8 ( 2.4 ） 0 ( 0.0 ）

陰性 27 ( 8.2 ） 72 ( 72.7 ）

＊chi-square test ，n.s.:not significant

** 過去の抗体検査結果は，過去の抗体検査歴がありと回答した数を母数とした．

*** ワクチン接種歴は，抗体結果が陰性であった時にワクチン接種を受けたかを問うた．

表3　B型肝炎に対する抗体検査歴とその結果，ワクチン接種歴および今回の抗体測定結果

―医療職と非医療職の比較―

医療職 非医療職
　　　　　P値＊

表2　外来職員の属性 n=428

項目 人数 （％）

職種　　　　　　[医療職] 看護師 143 (33.4)

医師 67 (15.7)

臨床検査技師 43 (10.0)

薬剤師 34 (7.9)

診療放射線技師 29 (6.8)

歯科医師 6 (1.4)

歯科衛生士 4 (0.9)

理学療法士 2 (0.5)

歯科技工士 1 (0.2)

　　　　　　　 　[非医療職] 受付職員 50 (11.7)

清掃職員 20 (4.7)

看護助手 15 (3.5)

事務職員 13 (3.0)

保育士 1 (0.2)

医療職/非医療職 医療職 329 (76.9)

非医療職 99 (23.1)

年齢 40歳未満 244 (57.0)

40歳以上 184 (43.0)

性別 男 122 (28.5)

女 306 (71.5)


